
当院では腹痛、嘔吐、下痢、胸やけなどの症状がある場合、消化器内科を受診されると思います。みなさんの病状等

に合ったより適切な診療科を選択できるように、病院によっては、消化管・肝胆膵内科や肝臓内科など分かりやすく標

榜しているところもあります。しかし、同じ症状でも、内科や総合診療科などが担当する医療機関もあります。また、東

北大学消化器内科は第三内科と言われることもあります。これらは、病院の規模、専門医の在籍人数、医療の専門性

の高さ、病院の歴史的な背景などで決められていると推察されます。 
 

【消化器内科が担当する臓器】 

消化器内科の守備範囲の臓器をご存じでしょうか。大きくは、消化管と実質臓器の二つに分かれます。消化管は食

道、胃、十二指腸、小腸、大腸です。口腔内や咽頭・喉頭については胃カメラが通過する時に病気が発見される場合も

ありますが、基本的には歯科口腔外科や耳鼻科が専門になります。実質臓器は肝臓、胆嚢、胆道、膵臓、脾臓です。腎

臓、膀胱、副腎、子宮、卵巣などは含まれません。腹部の症状として、泌尿器科や婦人科疾患が原因の場合もありま

す。その際は専門科へ紹介させていただくことになります。 
 

【当院の消化器内科の特徴】 

当科の常勤医師は東北大学消化器内科の出身です。専門分野は上部消化管、下部消化管、肝臓、膵臓・胆嚢と4分

野に分かれております。唯一、膵臓・胆嚢の専門医が在籍しておりませんが、非常勤の専門医がおりますので問題あり

ません。基本的にはどの医師も消化器全般を診察できますが、病気の種類や状態によっては専門性の高い医師が担

当することになります。 
 

【当院消化器内科の検査】 

血液検査、レントゲン、CT、MRI、腹部超音波検査、上下部消化管内視鏡検査、超音波内視鏡検査、小腸カプセル

内視鏡、尿素呼気試験などです。 
 

【消化器内科受診の心得（初診
・ ・

時
・

）】 

来院の前日21時以降は絶食として受診することをお勧めします。例えば、超音波検査は食事により胆嚢が収縮す

るため、胆嚢内部の観察ができなくなります。また消化管ガスが発生し膵臓などの臓器の観察が難しくなります。身体

の調子が悪く食欲がない時に、薬を飲むことだけの理由で無理に食事をして受診することは望ましくありません。 

 

このように消化器内科は、多岐にわたる疾患を扱っております。困ったことがあればいつでもスタッフ

にご相談ください！ 
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インフルエンザやノロウイルスは、冬に流行することが多い感染症です。冬は気温や湿度が低いため、ウイルスが生

存しやすい最適な環境となり、さらに寒さで体温も下がることでウイルスへ対抗する免疫力が低下するためです。 

ウイルスが付着した手で目・鼻・口に触ると、粘膜からウイルスが体内に入り接触感染が成立する可能性があります。

また、人は「1時間に平均23回」も顔に触れるとされており、そのうち44％が目・鼻・口に触れているという報告もあり

ます。そこで、感染症から自分を守るために大切な「手洗い」についてポイントをご紹介します。 

     ・・・〖石鹸と流水の手洗い〗と〖アルコール手指消毒薬の手洗い〗手洗い方法の使い分け・・・ 

「手に目に見える汚れがある時」と、「胃腸炎のウイルスが手についている可能性がある時」には、石鹸と流水を使っ

た手洗いを行います。これは手に目に見える汚れがあると、アルコールが十分に手に浸透せず、効果が発揮できない

ことがあるためです。さらに胃腸炎を起こすウイルスの中にはアルコールが効きにくいウイルスがあるため、この場合

も石鹸と流水を使った手洗いを行います。それ以外の場合は、基本的にはどちらでも大丈夫です。 

公共の場所から帰った時や外部の物品に触れた時、咳やくしゃみの後、鼻をかんだ時、食事の前後、トイレの後や病

気の人のケアをした時など、こまめに手洗いを行うようにしましょう。 

【感染対策チーム 感染管理認定看護師 武田副主任看護師】 

 


